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開会のあいさつは全商連土谷副会長
（兵商連会長）

代表発言をおこなう片山兵商連副会長
（兵庫民商会長）

全国の皆さんありがとう、おつかれさまでした。
前に並ぶ要員の皆さん

兵庫県商工新聞編集委員会のメンバー

▼
「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

で
資
材
が
入
ら
な
い
」、
各

地
で
中
小
業
者
の
叫
び
が

聞
こ
え
る
。
原
油
の
入
荷

が
止
ま
り
、
世
界
経
済
が

停
滞
し
て
い
る
中
で
も
「
同

盟
国
」
を
重
ん
じ
、
米
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
一
言
も
苦

言
を
言
え
な
い
高
市
首
相
。

ア
メ
リ
カ
の
言
う
ま
ま
に

膨
大
な
軍
事
費
を
上
積
み

し
、
国
民
に
重
税
を
課
す

こ
と
は
到
底
許
せ
な
い
▼

原
油
、
ナ
フ
サ
不
足
は
、

建
築
資
材
と
と
も
に
塗
料

や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ー
ト
、
設

備
に
使
う
エ
ン
ビ
パ
イ
プ
の

不
足
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
物

資
に
影
響
が
あ
り
日
ご
と

に
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
。

仕
事
が
あ
る
の
に
仕
事
で

き
な
い
。
そ
の
上
、
電
気
代
、

ガ
ス
代
、
燃
料
費
の
高
騰

も
か
さ
み
、
黒
字
倒
産
し

た
事
業
者
も
い
る
。
こ
れ

は
「
先
が
見
え
な
い
不
安
」

の
中
で
の
決
断
で
は
な
い

か
▼
「
中
小
業
者
の
生
業

を
守
れ
！
」「
地
域
経
済
を

壊
す
な
」。
私
た
ち
は
い
ち

早
く
国
や
県
、
自
治
体
へ

と
要
請
書
を
持
っ
て
中
小

業
者
の
声
を
届
け
た
。
全

商
連
が
緊
急
に
取
り
組
ん

だ
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に

伴
う
緊
急
影
響
調
査
に
は
、

１
ヵ
月
間
で
２
２
０
０
人

を
超
え
る
実
態
が
集
ま
っ

て
い
る
。
さ
す
が
民
商
・

全
商
連
▼
て
こ
で
も
動
か

な
い
政
治
を
動
か
せ
る
の

は
道
理
・
団
結
・
共
同
の
力
。

心
ひ
と
つ
に
奮
闘
し
よ
う
。  

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
）

　

５
月
２３
～
２４
日
、
神
戸

市
東
灘
区
・
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
マ
ー
ト
で
開
か
れ

た
全
商
連
総
会
に
は
、
役

員
・
代
議
員
・
評
議
員
な

ど
約
６
０
０
人
が
集
い
ま

し
た
。

　

民
商
・
兵
商
連
は
、
総

会
成
功
に
向
け
て
現
地
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

神
戸
で
開
か
れ
る
全
国
総

会
の
成
功
に
む
け
て
、
①

皆
で
準
備
し
全
国
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
す
る
。
②
読

者
拡
大
を
す
す
め
拡
大
運

動
の
高
揚
の
中
で
総
会
を

迎
え
る
。
こ
の
２
つ
の
任

務
を
役
員
会
で
確
認
し
な

が
ら
総
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　

県
内
か
ら
総
会
に
参

加
し
た
役
員
・
代
議
員
・

評

議

員

は
４２

人
。

の

べ

１
０
０
人
の
要
員
が
奮
闘

し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
１
日
目
は
全

体
会
、
２
日
目
は
２３
ヵ
所

の
分
散
会
で
討
議
を
深

め
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖

で
苦
悩
す
る
中
小
業
者
の

実
態
や
方
針
案
に

対
す
る
意
見
。
運

動
の
継
承
を
ど
の

よ
う
に
す
す
め
る

か
な
ど
、
活
発
な

意
見
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
全

体
会
で
は
、
方
針

案
、
私
た
ち
の
要
求
案
、

修

正

基

本

方

向

案
、

決

　

県
下
の
民
商
で
は
、
４

月
か
ら
４
３
２
人
の
商
工

新
聞
読
者
を
拡
大
し
ま
し

た
。

　

全
県
を
け
ん
引
し
た
兵

庫
民
商
は
、
現
地
実
行
委

員
長
の
片
山
正
久
会
長
を

先
頭
に
、
２
２
８
人
の
読

者
を
拡
大
。
全
支
部
で
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

尼
崎
民
商
は
５３
人
の
読

者
を
拡
大
。
木
南
幸
一
郎

拡
大
推
進
委
員
長
を
中
心

に
、
元
会
員
や
元
読
者
、

地
域
の
業
者
を
訪
問
・
電

話
で
購
読
を
呼
び
か
け
、

５３
人
の
読
者
を
増
や
し
ま

　

総
会
の
も
よ
う
を
伝
え

る
速
報
班
は
ベ
テ
ラ
ン
・

中
堅
・
新
し
い
事
務
局
も

入
り
９
人
で
構
成
。
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
、
総
会
開

し
た
。

　

三

田

民

商

で

は
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
封
鎖
の
影
響
も

聞
き
な
が
ら
、
会

員
訪
問
を
重
ね
１７

人
の
読
者
拡
大
。

　

神
戸
北
民
商
で

は

行

動

日

を

構

え
、
新
店
舗
訪
問
な
ど
を

行
い
１９
人
の
読
者
を
拡
大

し
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
、
表
彰
基
準

達
成
へ
と
、
芦
屋
民
商
、

須

磨

民

商
、

神

戸

西

民

商
、
北
は
り
ま
民
商
が
奮

闘
し
ま
し
た
。

　

は
り
ま
中
央
民
商
で
は
、

「
県
連
の
片
山
副
会
長
か
ら

電
話
が
あ
っ
た
。
頑
張
っ
て
、

２
桁
の
読
者
を
拡
大
し
た
」

と
。
役
員
の
激
励
に
応
え
、

最
終
盤
、
土
谷
会
長
を
先

頭
に
各
地
で
読
者
拡
大
が

広
が
り
ま
し
た
。「
増
や
し

て
総
会
に
参
加
し
よ
う
」

と
代
議
員
の
奮
闘
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。「
行
動
す

れ
ば
成
果
に
つ
な
が
る
」、

次
の
運
動
に
連
動
さ
せ
ま

し
ょ
う
！

　

全
商
連
総
会
で
は
、「
世

界
大
戦
へ
の
反
省
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
国
内
外
の

反
動
は
、
こ
れ
を
許
さ
な

い
運
動
を
緊
急
に
求
め
て

い
ま
す
。
積
み
上
げ
て
き

た
平
和
を
守
る
世
界
の
努

力
と
教
訓
を
語
り
広
げ
る

こ

と

が

大

切

で

す
。

民

商
・
全
商
連
の
組
織
と
運

動
を
、
継
承
・
発
展
さ
せ

る
立
場
か
ら
、
総
会
方
針

案
、
私
た
ち
の
要
求
案
、

基
本
方
向
案
を
練
り
上
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
て
、
常
任
理
事

会
と
し
て
の
本
総
会

へ

の

報

告

と

し

ま

す
」
と
全
商
連
・
牧

伸
人
事
務
局
長
が
報

告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
総

会
方
針
・
基
本
方
向

を
よ
く
読
み
・
討
議

し
、
運
動
に
生
か
す

こ
と
が
大
切
で
す
。

「
中
小
業
者
の
力
で

社

会

を

変

え

る

」
、

壮
大
な
運
動
を
地
域

で
広
げ
ま
し
ょ
う
。

算
・
予
算
案
を
満
場
一
致

で
採
択
。
団
結
し
、
諸
運

動
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
頑

張
ろ
う
三
唱
で
閉
会
し
ま

し
た
。

力
を
合
わ
せ
た
奮
闘
で
、

４
３
２
人
の
読
者
を
拡
大

方
針
を
読
み
・
討
議
し
、

実
践
に
生
か
そ
う

速報班は力合わせてニュース発行

催
中
に
３
回
の
「
速
報
」

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
全
体
で
作
り

上
げ
た
「
速
報
」
は
、

皆
の
力
の
結
集
で
す
。

全商連総会の表彰基準を
突破した民商

【表彰基準②全商連第５６回総会時現勢
の突破】
◦商工新聞読者／三田民商、兵庫民
商、北はりま民商
◦会員／芦屋民商

【表彰基準③対象業者比表彰】
◦商工新聞読者／西宮民商、芦屋民
商、三田民商、兵庫民商、神戸北民商、
須磨民商、神戸西民商、明石民商
◦会員／西宮民商、葺合民商、垂水
民商
のべ 15 民商が表彰されました。
　機関紙コンクールでは、優秀賞に兵
庫県商工新聞が選ばれました。（写真左）

〜表彰基準突破〜
おめでとうございます
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北
は
り
ま
民
商

（
織
布
）

藤
井 

茂
さ
ん

編
集
後
記 〒 677-0004

西脇市市原 341

藤井ＳＫ工房

☎ 0495-22-6630

や
さ
し
い
色
合
い
、
肌
ざ
わ
り
　

５
・
３ 

戦
争
さ
せ
な
い
、

９
条
壊
す
な
！
兵
庫
憲
法
集
会
に

６
０
０
０
人
集
う

　

６
月
中
頃
、
国
保
料
の

納
付
書
が
届
き
ま
す
。
保

険
料
の
支
払
い
を
放
置
し

て
い
る
と
保
険
証
の
取
り

上
げ
や
滞
納
処
分
に
つ
な

が
り
ま
す
。
減
免
・
猶
予

制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
証
が
無
く
て
病
院

に
か
か
れ
な
い
、
窓
口
負

担
が
払
え
な
い
場
合
は
、

短
期
保
険
証
の
交
付
、
一

部
負
担
金
の
減
額
・
免
除

が
活
用
で
き
ま
す
。

　

神
戸
で
行
わ
れ
た
全
商

連
総
会
が
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
無
事
に
閉
会
し
た
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
問
題
な

ど
業
者
を
め
ぐ
る
情
勢
は

き
び
し
さ
を
増
し
て
い
る

が
、
要
求
実
現
へ
力
を
合

わ
せ
、
次
の
総
会
を
増
勢

で
迎
え
る
た
め
、
日
々
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。   

（
Ｈ
）

　

昭
和
４２
年
に
父
親
が
織

布
業
を
開
業
。
現
在
は
夫

婦
２
人
で
業
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　

長
年
商
社
か
ら
の
仕
事

を
中
心
に
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
仕
事
量
に
波
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
７
年
ほ
ど

前
よ
り
播
州
織
の
ス
ト
ー

ル
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
・
製

造
・
販
売
す
る
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
机
上
の

デ
ザ
イ
ン
と
実
際
に
織
り

上
が
っ
た
生
地
の
印
象
が

異
な
る
こ
と
も
多
く
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
物

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

一
か
ら
商
品
を
手
掛
け

る
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
デ

パ
ー
ト
催
事
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
で
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
が
大
き

な
励
み
で
す
。
ま
た
、
長

年
携
わ
っ
て
き
た
商
社
の

仕
事
に
も
影
響
を
出
さ
な

い
よ
う
納
期
厳
守
と
丁
寧

な
仕
事
を
徹
底
し
、
現
在

は
商
社
向
け
７
割
自
社
商

品
３
割
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
常
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

バ
ッ
グ
や
洋
服
づ
く
り
に

も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

神
戸
ま
つ
り
の
パ
レ
ー

ド
へ
の
参
加
な
ど
播
州
織

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
全
商
連
総
会
の
物
産

展
で
は
全
国
の
仲
間
に
播

州
織
を
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
を
嬉
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

御包美
Gohobi

　

１１
年
前
、
安
保
法
制
（
戦

争
法
）
強
行
成
立
の
際
に

「
地
域
で
共
同
し
た
運
動

を
」
と
生
ま
れ
た
共
同
組

織
「
戦
争
さ
せ
な
い
、
９

条
壊
す
な
！
兵
庫
県
実
行

委
員
会
」
が
主
催
し
た
、

５
・
３

憲

法

集

会

に

は
、

６
０
０
０
人
が
集
い
ま
し

た
。

　

途
中
、
小
雨
が
ち
ら
つ

く
中
、
神
戸
み
な
と
の
も

り
公
園
に
は
、
「
戦
争
は

絶
対
ア
カ
ン
」
「
９
条
改

憲
許
さ
な
い
！
」
と
熱
気

あ
ふ
れ
る
人
・
ひ
と
・
ヒ

ト
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
羽

柴
修
弁
護
士
が
あ
い
さ

つ
。
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
で
大
軍
拡
を
す
す
め
る

高
市
政
権
は
、
米
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
国
際
法
違
反
の

攻
撃
も
批
判
し
な
い
。
そ

の
上
、
改
憲
発
議
な
ど
を

言
い
出
し
、
戦
争
す
る
国

づ
く
り
を
す
す
め
て
い

る
。
今
こ
そ
憲
法
を
生
か

し
た
外
交
、
国
民
生
活
優

先
の
政
治
に
転
換
し
よ

う
」

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
は

広
島
・
被
爆
伝
承
医
師
の

井
上
つ
ぐ
み
さ
ん
。
井
上

さ
ん
は
、
原
爆
投
下
時
は

１１
才
だ
っ
た
被
爆
者
の
川

本
省
三
さ
ん
の
体
験
を
語

り

ま

し

た
。

川

本

さ

ん

は
、
学
童
疎
開
先
か
ら
家

族
を
探
し
て
姉
ら
と
広
島

市
に
入
り
被
爆
。
お

姉
さ
ん
が
放
射
線
被

害
で
亡
く
な
り
、
孤

児
に
な
り
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
、
当
た

り
前
の
日
常
に
感
謝

し
、
二
度
と
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
を

語
り
続
け
る
こ
と
。

自
分
と
ま
わ
り
の
人

を
大
切
に
す
る
こ
と

を
強
調
。
「
被
爆
伝

承
者
を
呼
ん
で
欲
し

い

」

と

訴

え

ま

し

た
。

　

全
商
連
総
会
の
現
地
実

行
委
員
会
で
は
、
「
よ
う

こ
そ
神
戸
へ
」
の
思
い
を

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
か
、
民
商

会
員
の
異
業
種
の
力
を
結

集
さ
せ
、
準
備
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。
多
く
の
仲

間
に
支
え
ら
れ
た
全
商
連

総
会
。
本
当
に
感
謝
で
す
。

　

２
日
間
で
９
０
０
人
近

い
昼
食
弁
当
は
、
４
人
の

お
弁
当
業
者
が
大
奮
闘
。

ま
た
、
歓
迎
行
事
は
、
須

磨
民
商
会
員
の
荒
畑
佐
千

子
さ
ん
を
中
心
に
、
ジ
ャ

ズ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
参

加
者
も
。
ジ
ャ
ズ
初
体
験

の
方
も
一
緒
に
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
員
Ｔ
シ
ャ
ツ

は
、
全
商
連
の
旗
の
色
と

同

じ
、

紺

色

に

白

抜

き

の

ロ

ゴ

マ

ー

ク
。
資
料
を
県

連
事
務
所
か
ら

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

マ
ー
ト
ま
で
運

送
し
た
の
も
役

員

の

運

送

業

者
。
飲
み
物
を

用
意
し
て
く
れ

た
の
は
、
Ｆ
Ｃ

加
盟
店
協
会
の

会
長
。
物
産
展

に
は
、
４
人
の

会
員
と
共
に
、

淡
路
民
商
も
出

展
。

各

店

で
、

に
ぎ
や
か
な
声

が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
の
ご
協
力

で
、

２

日

間

と

も

医

療

チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
募
金
も
各

民
商
か
ら
寄
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
市
丸
印
刷
・
市
丸
智
博

さ
ん
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
バ
ッ
ク
）

▼
ひ
だ
ま
り
・
北
柴
正
規
さ

ん
（
弁
当
）
▼
お
弁
当
の

は
や
し
・
林
芳
之
さ
ん
（
弁

当
）
▼
り
り
あ
・
竹
内
り
ん

さ
ん
（
弁
当
）
▼
い
っ
ぽ
さ

ん
・
大
麻
実
奈
さ
ん
（
弁

当
）
▼
荒
畑
佐
千
子
さ
ん
・

塚
原
憲
一
さ
ん
（
歓
迎
の

ジ
ャ
ズ
）
▼
昌
和
運
送
・
前

川
昌
三
さ
ん
（
資
料
運
び
）

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
相
生

店
・
河
合
章
さ
ん
（
水
と

お
茶
）
▼
咲
桜
・
岸
本
慎

也
さ
ん（
舞
台
の
花
）▼
ツ
ー

リ
ス
ト
イ
ン
神
戸
（
宿
泊
）

【
物
産
展
】
▼
播
州
織
ス

ト
ー
ル
・
藤
井
茂
さ
ん
▼

米
田
農
園
・
米
田
浩
樹
さ

ん
▼
Ｈ
Ｍ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ
・

皮
製
品
・
上
田
秀
明
さ
ん

▼

洋

菓

子
・

シ

ュ

バ

ル

ツ
・
作
田
正
人
さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
い
た

会
員
・
読
者
の
皆
さ
ん

物産展 にぎわいました 　５月２４日正午か
ら開かれた物産 展
は短時間でしたが、
あっという間に完売
したところもあり、
どこも盛況でした。
　ＳＤＧ‘Ｓや農薬不
使用など中小業者の
思いがこもったもの
づくり。さすが業者
団体です。

２４日のお弁当

２日間でのべ１００人の要員の皆さんが奮闘しました


